
                                       2023年 4月7日 

公益社団法人日本技術士会鹿児島県支部 

      第37回 CPD講演会（九州本部CPD・建設系CPD登録済）                   

（１）13：30～15：00（B-5）         九州本部2305202801B5 

『巨大Mグループの成功事例と失敗事例』 

       清水 富夫 氏（九州本部倫理委員会・技術士（機械））） 

（２）15：15～16：45（A-1-1）         九州本部2305202802A-1-1 

『下水処理水を活用したカリウム低減野菜の作出』 

       渡部 由香 氏（鹿児島大学農学部准教授・博士（農学）） 

          

           日 時：2023年 5月20日（土） 13：30～16：45（途中休憩15分）            

        会 場：かごしま県民交流センター大研修室2（３F） 

        会 費： 日本技術士会会員  1,000円 

                  非会員  1,500円 

             新合格者・大学生・高専課程生 無料 

        CPD単位 ：3単位 

        定  員  ：80名（先着順）  

            ：10名（オンライン：鹿児島市以外の在住会員に限定） 

             ＊オンラインは、zoomを使用します。 

     （重要）COVID-19の感染状況によっては、中止する場合もあります。 

         【参加者条件】 

          ①事前予約者のみ参加できます。 

          ②講演中はマスク着用にご協力ください。 

  申し込み締め切り 5月 12日（金）12時 

      ＊申込定員に達した時点で募集を締め切ります。 

      ＊参加確定者には、5月13日（土）に参加案内及び注意事項及び 

オンライン参加者には、参加費確認後、接続コードをメール配信 

 

    【 第 37回 CPD 講演会等申込み先 】 

鹿児島県支部HP、下記URL、または 

右記 QRコードから申込んでください。 

https://forms.gle/q5qnsdx8XntFHdy36 

 

 



                    講 演 概 要 

■講  演（１） 

講演タイトル：「巨大Mグループの成功事例と失敗事例」 

講      師： 清水 富夫（九州本部倫理委員会・技術士（機械））） 

 講演概要： 

    【成功事例】 

（１）巨大Mグループの2015年度の 年間売上高は、有価証券報告書を基にその主要企業を 

を集計した結果、約58兆円に達していることが判明した。これは世界1位とされていた 

ウォルマートの約53兆円を超えて、巨大Mグループが世界1位となったことを示す。 

（２）巨大Mグループの経営理念「M三綱領」は「M御三家」「M金曜会」メンバー2８社を 

中核とし、さらにその傘下の会員企業610社すべてに共有され遵守されている。 

（３）明治維新以降の我が国の奇跡的な発展の原動力として大きな貢献を成し、現在の 

原動力として大きな貢献を成し、進歩、発展の基礎を築いた。発展の基礎を築いた。                                                          

このような壮大な成功事例について、その歴史的経過を辿り成功の要因を探る。 

【失敗事例】 

社会の大きな期待を裏切って、コースを外れてグループ全体の名誉や誇りを著しく傷つけた 

企業が、失敗事例として存在している。それは「M自動車の度重なる不正問題」などである。 

これらの中から「大型車車輪ハブ破損事故」を取り上げ、事故の概要、原因、隠蔽の経緯な 

を説明する。そのうえで、これらの両事例についてそれぞれ倫理的観点から技術士倫理要 

要綱などと照合しながら考察を試みる。                                                          

キーワード 

  社会貢献、公正透明、倫理観の欠如、エリート意識 

 

■講  演（２） 

講演タイトル： 「下水処理水を活用したカリウム低減野菜の作出」 

講    師：渡部 由香 （鹿児島大学農学部准教授・博士（農学）） 

 講演概要： 

     ＣＫＤ（慢性腎臓病）患者は日本国内で 1,300 万人存在し，新たな国民病と言われている．

ＣＫＤ患者は病気のステージが進むとカリウムの摂取を抑える必要がある．野菜の中にはカ

リウムを多く含むものがあることから，食材として使用が制限されたり，カリウムを低減さ

せる調理の下ごしらえが必要となる場合がある．このような患者のために近年，植物工場等

で低カリウム野菜が生産され，販売されるようになってきている． 

      下水処理水のカリウム含量は通常の水耕栽培の養液と比べ，低い濃度となっている．この

特徴を生かし，根の支持体に礫（軽石）を使い，下水処理水を常に根域にかけ流す非循環型

水耕により，数種の作物の栽培に成功し，一部の作物はカリウム含量を大幅に低減させるこ

とができた．また，一般の水耕栽培が苦手とする根菜類も栽培できることから様々なカリウ

ム低減食材を消費者に提供できる可能性が示された． 

      なお，この技術は，一般の農業と異なり施肥を行わず，水域に放流する下水処理水のみを

再利用する農法であり，栽培コストおよび環境負荷低減の面からも有益な技術となりえる． 

キーワード 

 慢性腎臓病、カリウム低減、れき工耕 


